
論点７：「重要領域・戦略領域の選定基準と
その選定・基本的な方針の策定」について

令和７年３月１８日
第７回国際標準戦略部会 資料
内閣府知的財産戦略推進事務局

資料１－１
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ＢＲＩＤＧＥ事業の建付け重要領域・戦略領域WGの設置について

（１）我が国にとって重要となる国際標準活動の領域を選定するための基準
（２）上記基準を踏まえた我が国にとって重要となる国際標準活動の領域の選定
（３）上記選定を踏まえた重要領域における国際標準活動の方向性の基本方針
（４）（１）～（３）に付随する論点

我が国として国際標準に係る国家戦略を策定するにあたり、特に我が国にとって重
要となる国際標準活動の領域を選定し、かつ、各領域における取組の方向性の
検討を行う。

メンバー

【座長】
［学識経験者］
上山 隆大         総合科学技術・イノベーション会議 常勤議員
立本 博文         筑波大学 ビジネスサイエンス系 教授
持丸 正明 産業技術総合研究所 人間拡張研究センター 研究センター長
渡部 俊也 東京大学 未来ビジョン研究センター 教授（副学長）

東京科学大学副学長、研究イノベーション本部教授

［産業界］
小川 尚子 一般社団法人 日本経済団体連合会 産業技術本部 本部長
塩野 誠 株式会社経営共創基盤 共同経営者
中川 梓            一般財団法人 日本規格協会 上席執行役員 規格開発本部 副本部長
中空 麻奈 BNPパリバ証券株式会社 グローバルマーケット統括本部 副会長
羽生田慶介    株式会社オウルズコンサルティンググループ 代表取締役CEO

開催内容

議論の対象

〇各省庁オブザーバー

※第４回国際標準戦略部会資料２－２より抜粋
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ＢＲＩＤＧＥ事業の建付け重要領域・戦略領域WGのスケジュール・検討内容イメージ

11月 12月 １月 ２月 ３月
WG
開催
予定

WG
検討
内容

部会
開催
予定

〇事務局資料(1)

① 選定基準案
② (TD)選定領域
候補

③ (TD)領域の選
定案・選定根
拠案

※②・③は特に上位
概念の視点において

★11/12
第4回部会

★12/20
第5回部会

★2/21
第6回部会

★3/18
第7回部会

★12/6
第１回WG

★1/29
第2回WG

★3/4
第3回WG

①
・
②
・
③
議
論

〇事務局資料
(1)改定

〇事務局
資料(2)
④(TD)基
本方針案
⑤(BU)選
定領域候
補・選定領
域案・選定
根拠
案

※TD: トップダウン
※BU: ボトムアップ

〇事務局資料(2)
改定

〇事務局資料(3)

⑥国家戦略案
（重要領域・戦略
領域パート）

〇パブコメ準備

〇事
務局
資料
(2)改
定

〇事
務局
資料
(3)改
定

〇パ
ブコ
メ準
備

④
・
⑤
・
⑥
の
案
策
定

〇事
務局
資料
(3)改
定

〇パ
ブコ
メ準
備

⑥
案
の
議
論

〇パブコメ
実施

※国家戦略策定： R7.6目途

省庁
選定領域
案・選定根

                           拠・基本方
                 針(TD・BU)

業界団体
・個社
選定領域案
・選定根拠・
基本方針
(BU)

①
・
②
・
③
議
論

①
・
②
・
③
の
案
策
定

④
・
⑤
議
論

①
・
②
・
③
の
案
議
論

④
・
⑤
・
⑥
議
論
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アジェンダ

国際標準戦略における重要領域・戦略領域

① 重要領域の優先順位付けに関して
② 重要領域と戦略領域の選定・選定根拠
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アジェンダ

国際標準戦略における重要領域・戦略領域

① 重要領域の優先順位付けに関して
② 重要領域と戦略領域の選定・選定根拠
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戦略領域

重要領域

【重要領域・戦略領域の評価のメルクマール】

重要領域の中でも、特に今、重要成功要因となり得る分野で実際に国
内外の国際標準活動が動いている領域であって、対応の緊急性が認められ、
追加支援が必要、あるいは現在と同等の支援の継続が必要な領域
各省庁や内閣府による優先支援対象／官民連携の上でのアクションプラ

ン・ロードマップ作成支援の対象／モニタリング・フォローアップ対象

評価の視点 評価の詳細 評価の反映
①重要成功要因となり得る
国際標準分野における強
み・実現可能性

重要成功要因となり得る国際標準分野において想定される技術的
強みや、当該活動を担う企業・スタートアップや各省のコミットメントで
判断

重要領域選定の必要条件（①・②
の総合判断）

②重要成功要因となり得る
国際標準分野における市
場規模

重要成功要因となり得る国際標準分野において想定される市場規
模（創出できる市場規模、あるいは守るべき市場規模）

③重要成功要因となり得る
国際標準分野における対
応の緊急性と、それを踏ま
えた政府支援の必要性

重要成功要因となり得る国際標準分野において、現時点で実際に
国内外の国際標準活動が動いており、国益の観点から対応の緊急
性が認められ、追加支援が必要、あるいは現在と同等の支援の継
続が必要と判断されるもの

①・②を満たしている前提で、重要領
域／戦略領域の判断に使用

重要領域・戦略領域のイメージ

重要成功要因となり得る国際標準分野において、我が国の強みや実現
可能性、 一定の市場規模が認められ、我が国にとって重要な領域と判断
されるもの。 中長期的な観点から支援
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（参考）国家戦略策定に向けた検討体制

国際標準戦略部会
（施策等の議論、国家
戦略案とりまとめ）

知的財産戦略本部
（国家戦略決定）

戦略案提示

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ･ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
案提示

重要領域･戦略領
域案提示

重要領域案
の提示 重要領域・

戦略領域WG
（重要領域・
戦略領域選定を

議論）

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟWG
（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ･ﾌｫﾛｰ
ｱｯﾌﾟのﾌﾚｰﾑﾜｰｸ
を議論）

本部長：内閣総理大臣
●６月に国家戦略を決定（予定）

座長：遠藤信博 日本産業標準調査会 会長
日本電気株式会社 特別顧問

●５月に国家戦略案を取りまとめ（予定）

座長：上山隆大 総合科学技術・イノベーション会
議常勤委員
●第３回WGにおいて、国家戦略中の重要領
域・戦略領域部分の事務局案について、ご同意
頂いた。

重要領域
へのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
･ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
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モニタリング・フォローアップWG資料）国家標準戦略のモニタリング概要

技術・産業
重要領域
モニタリング

新たな社会
価値の定義
機会探索

先進
各国/地域
ベンチマーク

連携
パートナー
分析

標準化
新規ニーズ・
シーズ
把握

（
例
）
Ａ
Ｉ

量

子

核
融
合

ス
マ
ー
ト
農
業

バ
イ
オ
素
材

衛
星
デ
ー
タ

通
信
技
術

（例）自然災害対策
循環経済
生物多様性

長寿・未病・高齢化対策

…

…

リスク
ファイナンス

Transition
Pathways

（例）
削減実績量 スマート

治療室

（例）
E U

中 国 米 国

（例）ASEAN 豪州 他

調査対象（例示） モニタリング目的

 科学技術イノベーションおよび
産業政策と標準化の連携
ニーズ・シーズ把握

（“新たな標準化ニーズ・シーズは”）

 国家標準戦略における重要
領域および関連施策に係る
国際標準動向把握

（“重要領域で何が起きているか”）

 今後我が国が影響力を
確保すべき国際標準の
ポジションの探索
（重要領域以外も含めた
“管制高地はどこか”）

 ルール競争としての競合分析
 重要領域等における標準化

協調分野の探索
 我が国施策検討の参考

 連携パートナーに内在する
課題の把握
（協力プログラム検討）

調査タイミング

定 期
（半期調査 等）

定 期
（月次調査等）

定 期
（月次調査 等）

適 時

適 時

想定情報源

 科学技術・イノベーション
基本計画及びﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

 CSTI連携（ヒアリング等）
 BRIDGE予算管理
 委託調査事業
 専門家ヒアリング
（国内・海外）

<一次情報>
 ISO/IEC/ITUサイト
 各規格フォーラム情報
<二次情報>
 業界団体 公開情報
<追加リサーチ>
 既存の各省庁等の調査
結果等を活用

 内閣府 知財事務局による
補足リサーチ 実施

 各国資料/ヒアリング
（委託調査事業を想定）

 各国資料/ヒアリング
（委託調査事業を想定）

i

ii

iii

iv

v

機会探索・状況把握のための定期調査のモニタリング項目と、政策検討のための他国分析に分けて実施。
また、モニタリング結果については、基本的にはクローズドでの共有を想定

反
映
・
更
新
・
連
携

iiii
と連携
～
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モニタリング・フォローアップWG資料）
国家標準戦略フォローアップにおける指標レビュー（情報捕捉・開示）

国家標準戦略に
記載する
フォローアップ

（海外からも注視される
前提）

政策推進メカニズム
としての

フォローアップ

（国内での関連機関のみ
共有する前提）

標準化活動の
情勢把握のための

定点観測

我が国の標準戦略
に対する

求心力獲得のための
建設的な情報開示

政策実現に向けた
課題特定のための

進捗管理

情報捕捉・開示の目的 情報捕捉・開示メカニズム
スコープ 評価方法・対応主体

国家標準戦略
主要目標（定性）
 グローバルな課題解決
のための標準化による
我が国の貢献施策

毎年度の実績の
積上げ列挙
（定性・定量）
 担当省庁による施策
 関連民間機関による
実績

重要領域以外の
“横串”関連施策
 論点２～６の施策
 産学の行動変容、人材
確保施策、外部専門
機関の育成 等

重要領域（“縦串”）
関連施策
 各重要領域における国際
標準活動の進捗状況

毎年度、領域全体の
定性的なフォローアップ
を実施しつつ定量化も
検討

毎年度の進捗
スコアカード管理
（定量・定性）
 毎期のKPI毎の達成
状況を段階評価

 国際標準の提案数

 議長／幹事国の引受数

 ISO／IEC／ITU別の
実績カウント

開
示
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

管
理
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

定
点
観
測

各政策的趣旨に鑑み「開示フォローアップ」「管理フォローアップ」「定点観測」項目を設定

議論の場

国際標準戦略
部会や官民連携
の場などの公開の
場での発信を
想定
 最終的には毎年度
の知的財産推進
計画に盛り込む

クローズドな場
（WG等）での
議論を想定
 発信すべき内容は
部会等（公開）
に回す

管理フォローアップの中から
特に発信すべきものを抽出、
各省庁や各業界の協力を
得ながら事務局で情報整理

横串施策については
フォーマット（次スラ
イド）に基づき各省
庁が報告、重要領
域は各省庁や各業
界の協力を得つつ
事務局で情報整理



10

モニタリング・フォローアップWG資料）重要領域の進捗管理について

出所：High level Forum on European Standardisation Annual activity report 2023

欧州の事例を参考に、重要領域におけるKSF（キー・サクセス・ファクター）となり得る国際標準活動を中心に、
そのプレイヤーやその主要論点・取組、具体的な取組や期待される成果物・タイムラインなどについて、関係省
庁や関係業界の協力を得ながら、事務局において進捗状況の情報収集を行う
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ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ･ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟWGを踏まえた重要領域・戦略領域の見直しイメージ

国 家 戦
略に盛り
込 む 重
要 領 域
等議論

国
家
戦
略
策
定

モニタリ
ン グ ・
フォロー
アップ

知
財
計
画
策
定

R7.6 R8.6

モ ニ タ リ
ング・フォ
ローアッ
プ及び中
間点検

国
家
戦
略
改
定

モニタリ
ン グ ・
フォロー
アップ

知
財
計
画
策
定

R９.6 R1０.6

知
財
計
画
策
定

モニタ リ
ング・フォ
ローアッ
プ及び最
終点検

国
家
戦
略
改
定

R11.6

知
財
計
画
策
定

 モニタリング等の結果を踏まえて、重要領域・戦略領域の記載の追
加が必要であれば、毎年度の知的財産推進計画（知財本部決
定）に適宜盛り込む

 国家戦略については、2027年度に中間点検・2029年度に最終
点検を行い、その中で重要領域・戦略領域の記載の見直しを実施
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アジェンダ

国際標準戦略における重要領域・戦略領域

① 重要領域の優先順位付けに関して
② 重要領域と戦略領域の選定・選定根拠
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重要領域・戦略領域の全体像のイメージ

規範・価値
の規定・具体化

産 業
による価値提供

新技術
の進化

バリューチェーン
の進化

社会・産業
基盤
の進化

宇 宙海 洋医療・
ヘルスケア

フュージョン量子バイオ
エコノミー

素 材 資 源半導体

デジタル・AI

情報通信

介護・福祉

サステナビリティ・レジリエンス ウェルビーイング フロンティア

標準戦略のアウトカム 今次 国家標準戦略

社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
現
状
か
ら
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進

不
安
定
化
す
る
国
際
秩
序
を
踏
ま
え
た
紐
帯
強
化

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
出

重要領域 目的アプローチ：
市場創出／競争戦略／社会実装

環境・エネルギー

防災

インフラ
モビリティ

食料・農林水産業

凡例 :戦略領域候補

各省調整中
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環境・エネルギー
気候変動・
エネルギー・GX

再生可能エネルギー

燃料資源（水素・アンモニア等）
再エネ関連製品（太陽光パネル・蓄電池（リチ
ウムイオン電池、レドックスフロー電池、ナトリウム
硫黄電池等））
原子力
エネルギーマネジメントシステム（スマートグリッド
等）
省エネ技術（インバーター等）
地域・建物エネルギー利用（ZEB・ZEH、CES
等）
製造プロセスにおけるCO2削減（製鉄プロセスに
おけるCO2削減等）
ネガティブエミッション（海洋におけるCO2貯留／
固定化、CCS／CCUS等）
CO2利用（メタノール、メタネーション、合成燃料、
人工光合成、コンクリート等）
サステナブルファイナンス・カーボンプライシング・カー
ボンクレジット
GHG（温室効果ガス）排出量推計または算定
にかかる手法・プロトコル

自然共生・ 生物多様性の保全・再生（OECM等）
ネイチャーポジティブ 自然資本の保護・再生（水資源におけるセラミッ

ク膜処理、UV-LED処理、窒素リン循環システム
等）
バイオテクノロジー
環境配慮型の第一次産業
グリーンインフラ、NbS、Eco-DRR
生態系・生物多様性に係るモニタリング・測定・可
視化プロトコル（生態系・生物多様性の観測・
評価（指標化含む。）・予測等）
サステナブルファイナンス・生物多様性の価値取引

循環経済 資源循環技術・設備（３R（リデュース・リユー
ス・リサイクル）技術・設備、焼却技術・設備
等）
循環経済型ビジネス（バリューネットワーク、エコデ
ザイン、リメイク、アップサイクル、リマンビジネス等）
再生可能資源・未利用資源等の活用（バイオマ
ス資源等の活用、バイオものづくり、廃食油からの
SAF燃料製造等）
資源循環に係るデータ管理、データプラットフォー
ム
循環性に係る測定手法・指標化・プロトコル

（参考資料） ④選定領域候補:重要分野の例示

• 関連する政策文書等に記載のある我が国にとっての重要領域及び重要分野を例示
大分類 主な重要分野 (例示) 大分類 主な重要分野 (例示)
1

3

2

5

6

7

大分類 主な重要分野 (例示)
9

10

11

12

14

13

15

17

4

8

16

食料・農林水産業 高品質・高付加価値の農林水産物・食品（海
外市場を視野に入れた農林水産物・食品、高
機能バイオ素材等）
持続可能な農林水産業・食品産業（スマート
農業、フードテック・フードチェーン、持続可能な
水産養殖、食の栄養評価等）
GHG削減・吸収ビジネス（森林吸収、水田管
理、土壌炭素貯留 等）

防災 質の高いインフラ整備・維持管理技術（建築
物等の耐震・免振技術、災害に強靭なインフラ
建設・工法、老朽化インフラの診断技術や寿命
延長技術等）
水防災等の関連サービス（レジリエンス、セン
サー（観測）、リスク評価、シミュレーション、警
報システム、データ連携、災害対策用品、保険
サービス）

介護・福祉 介護サービス、障害者の福祉用具、介護テクノ
ロジー等

デジタル・AI
デジタル デジタル公共インフラ（ウラノス等）

データスペース
ロボティクス・スマートマニュファクチュアリング
コンピューターアーキテクチャ（データ連携基盤、
IoT含む。）
サイバーセキュリティ・トラスト（DFFT含む。）

AI 生成AI
AI安全性

モビリティ 次世代自動車（SDV・自動運転・EV・全固体
電池等）・次世代航空機・次世代船舶・ドロー
ン
鉄道・港湾
MaaS
物流システム

インフラ 位置情報・地理空間情報
インフラ基盤（道路、港湾、上下水道等）
建設機械
BIM/CIM
スマートシティ・都市開発
地方創生（インフラ整備に関わるもの）

フュージョン フュージョンエネルギー (プラズマ物理・放射線・ブ
ランケット、燃料サイクル、熱輸送・発電、超伝
導・磁場技術、材料・部素材)

情報通信 Beyond 5G（オール光ネットワーク、NTN、RAN
等）

宇宙 宇宙機器（小型衛星を含む）

衛星データ
新たなサービス（資源開発、輸送、スペースデブ
リ回収等）

量子 量子コンピューティング（アプリケーション、ソフト
ウェア、ハードウェア等）

量子セキュリティ・量子ネットワーク（量子暗号通
信・量子ネットワーク）

量子センシング・マテリアル
半導体 ロジック半導体・メモリ半導体・パワー半導体等

部素材
製造設備

素材 革新素材（超高性能セラミックス、セルロースナ
ノファイバー、永久磁石、次世代元素、レアメタル
／レアアースフリー等）
マテリアルインフォマティクス・プロセスインフォマティ
クス（オペランド計測を含む。）

バイオエコノミー（バイ
オものづくり・バイオ由
来製品）

バイオモノづくり・バイオ由来製品

微生物・細胞設計プラットフォーム技術

微生物大量培養、発酵等の生産技術や関連の
測定技術
環境負荷低減効果等の評価法

資源 レアアース、レアメタル、ベースメタル、持続可能な
原材料・サプライチェーン

海洋 海洋資源（生産技術、調査技術、（自律型
無人探査機（AUV））等）

医療/ヘルスケア 医療技術（再生医療を含む。）

医薬品（バイオ医薬品を含む。）

医療機器
デジタルヘルス（個別化医療・精密医療・データ
連携等）

A
1

B
1

C

A
1

B
1

各省調整中
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第3回重要領域・戦略領域WGにおける議論概要(1/2)
【重要領域・戦略領域の整理に関するご意見】
 重要領域・戦略領域の優先順位付けの基準や、結果として選定された8の戦略領域について、モニタリング・フォローアップを踏まえた重要領域・戦略領域の定期
的な見直しが行われることから、大きな異論は無かった

• 戦略領域・重要領域の優先順位付けについて、客観的な基準が示せていて良い。足許の政府支援が必要であるという緊急性の観点から戦略領域が選
定されており、これはモニタリング・フォローアップで何を支援するかにも関わるため、良い差別化であると考える

• 相互に関係が深い領域群をまとめた点や、情報通信領域、デジタル・AI領域を基盤レイヤーとして整理した点は良く、選ばれた8の戦略領域についても違
和感無い。今後モニタリング・フォローアップを行う中で、重要領域・戦略領域の機動的な見直しが出来ると良いだろう

• 重要領域・戦略領域について現時点では完全性・網羅性は求め過ぎず、今後モニタリング・フォローアップを踏まえて適宜追加・削除するような運用で良い
のではないか

• 本来、領域毎に十分なエビデンスを整理した上で戦略を策定することが理想的である。しかし、本国家戦略では、重要領域と連動したモニタリング・フォロー
アップでの追加調査を踏まえた継続的な見直しを行うため、今回の重要領域・戦略領域の整理や具体的な戦略はその発射台として位置付ければ良いだ
ろう

【重要領域・戦略領域のナラティブに関するご意見】
 重要領域・戦略領域のナラティブについては、標準化をツールとした国際社会への貢献が一貫して打ち出されている点に加え、既存の産業分類に縛られず国家とし
て戦略的な対応が必要な領域が整理されている点、我が国の主張を柔軟に反映できる構成になっている点等を評価いただいた

• 「国家戦略における重要領域・戦略領域記載案」について、国際社会へ貢献すべく標準化をツールとして活用するというメッセージが総論から各領域まで
一貫しており良い。また標準化とは直接関係しない事柄に関する我が国の主張も一定組み込める点で、国家戦略として優れた構成と言える

• 既存の産業分類に縛られず、我が国として戦略的な対応が必要な領域として重要領域・戦略領域を整理している点も、そこに国家の意思が感じられるた
め良いと考える
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第3回重要領域・戦略領域WGにおける議論概要(2/2)
【重要領域・戦略領域施策の実行に関するご意見】
 重要領域・戦略領域の実行にあたっては、省庁ごとの標準活動への温度感の違いを踏まえた体制整備の必要性や、省庁横断的な取組を指揮する司令塔機能
の重要性、案件形成や人材育成に向けたリソース配分の必要性等についてご意見をいただいた

• 各省庁によって国際標準化に対する温度感は大きく異なるため、重要領域施策を実行する際には体制作りも込みで進めていく必要があることは留意すべ
き

• デジタル・AI領域のような基盤レイヤーに加え、バイオエコノミー領域等は省庁や業界、専門家の枠を超える領域横断的な性質を持つため、各省庁の取
組に閉じず、統括的に推進する司令塔機能が極めて重要である

• 重要領域・戦略領域には、適切なリソース配分が不可欠であり、政府予算というリソースに加え、人材育成や人的リソースの集約等を通じた案件形成を
促進する官民連携の仕組み作りが必要なのではないか

【重要領域・戦略領域の今後の見直し・ブラッシュアップに関するご意見】
 今後、戦略領域の優先順位付けや見直しを行う際、市場規模・経済効果・日本の勝ち筋等に関するエビデンスに基づいて評価し、加えて、こうした取組を適切に
実施可能な運用プロセスをより詳細に詰めていく必要があるのではないかとのご意見をいただいた

• 市場規模や経済的意義、日本の強み等に関するエビデンスが不十分なため、現在の重要領域のみで十分なのかが不透明な印象。今後は「どの領域が
勝ち筋で、何をすると日本が強くなるのか」を加味できるようなデータを用意した上で、見直しができると良いのではないか

• 第7期科学技術基本計画では、我が国の重要研究開発領域の現状から見た強みの分析を行なっており、その際に収集したデータは重要領域・戦略領
域の選定におけるエビデンスとしても活用可能だろう

• 戦略の担い手省庁や運用方法、モニタリング手法、重要領域/戦略領域見直しの基準等、策定した国家標準戦略の運用プロセスをより詳細に詰める必
要があるのではないか

 また、今後、戦略領域の見直しを行う際は、その評価基準として「緊急性」の観点のみならず、安全保障や我が国主導での先駆的な標準活動の可能性、標準活
動における諸外国の求心力強化等の観点も取り入れるべきではないかという提案をいただいた

• 国家安全保障や社会課題解決といった観点と深く関わるフュージョン領域、宇宙領域、海洋領域等は戦略領域ではないものの、依然として重要な意義
を持つ領域であろう

• 安全保障環境が激変する中、宇宙領域では防衛との相互運用という軸での標準化もあり得るのではないか。防衛関係はネットワーク中心の戦いであると
言われており、宇宙領域との相互運用が不十分であると、国防に支障をきたす恐れがある

• 重要領域・戦略領域を見直すことを踏まえ、評価基準に柔軟性を持たせ、緊急性のみならず、日本が世界に先駆けて取り組める領域等も取り込められる
と望ましい。また各省庁がメインで取り組む短・中期的な標準化施策等のみならず、長期的な取組を要する施策や、効果が見えにくい施策等も評価可能
な基準について検討できると良い

• 対外発信には、①国家戦略として世界に発信し国内の推進力を高めること②求心力を醸成することの二つの目的がある。特に後者については、成功事
例の発信に加え、新たな標準活動を打ち出すことも求心力強化に繋がる可能性があり、その意味で、次回の見直しを見据えてフュージョン等を目玉として
温存することも重要なのではないか
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